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第一群第一類第二類の諸本の共通異文
　南葵文庫本・函崎文庫本・狩野文庫本・浜臣旧蔵本・書陵部浜臣本・井上本・上野浜臣本・小山
本・多和文庫本・岸本本・群馬本の第一類諸本と，久原文庫本・山田常典本・大野広城本・伴信友
本の第二類諸本とは，次のような共通異文を持っている．（図版参照）共通異文は，次の順序で記
述する．
　番号，拙著堤中納言物語（日本古典全書）゛による頁数一行数，その本文一共通異文．
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ここは拙著が，第一類第二類諸本共通異文を採用した所である．
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　この外，第一類第二類諸本の中の一本を除き，他はすべて共有している共通異文がある．これら
も，第一類第二類共通異文とみなしてさしつかえないと思われる.･次にこれを示す.･
（1）
（2）･
（3）
（4）
（5）
（6､）
（7）
（8）
（9）
（10）
(11)
（12）
(13)、
36―8
38―11
38－n
46―5
.57―15
63―4
77―1
77―11
79―15
,87―6
101―1
101―5
105―2
うちすきたるーうきすきたる（狩野:丈庫ポーどきすきた･る）
にこそーにてそ（狩野文庫本一欠文）　　　　　　，
あれーあり（函崎文庫本－ある）　ノ　　　　。
ともーと･（狩野文庫本一底本二同９）　　　　　。
知らすはいかにーしらすはいかには･（I山田常典本一底本二同ジ）
中納言一中納言は（群馬本一底本二同ジ）
中の君一中将君（井上本一底本二同ジ）ダ
右大臣殿の少将は一右大臣殿の少将にて（狩野本一底本二同ジ）
ゐたりーいたく（狩野文庫本一底本二同ジ）　　・
にほひをーにほひも（山田常典本－わがれも）
　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　¶　　･=　　　　　　　　　　●1つくしくたくーすくしかたく（狩野文庫1本－すくしかたき）
浅間の峯とのはさまーあさまのみねとはさま’（狩野文庫本一底本二同ジ）
はれゆくーくれ行（狩野文庫本－かくれゆり　，‥‥‥
堤中納言物語伝本考　　呻・（松村） ３
　第一類第二類諸本の間にはこのような共通異文があるか，この両類の間にどのような系譜的な関
係があるかを明かにすることはできない，　　　　　　　　　　　　　･．
第一群第三類の諸本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　（1）神宮文庫蔵林崎文庫旧蔵本（以下林崎文庫本と称す）　　　　　｀一
　縦27.2糎、横､18.8糎．袋綴一冊．「林崎文庫」「勤思堂」「失明甲辰八月吉旦奉納皇太神宮林
崎文庫以期不朽　京都勤思堂村井古巌敬義拝」の印がある．　　　　　　　　、べ
　（２）清水泰氏蔵藤井乙男博士旧蔵一冊本（以下清水一肘木と称す.､）
　清水泰氏によればち．前述の林崎文庫本の転写本で、次のような奥書があ.る．　　　　　　・
　　　　　　　右堤中納言物語者京人村井孤雁林崎文庫奉納書也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　●　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　－天明六年六月使写之 　荒木田木偶
　　　　　　　天明七年丁未八月九日以宇治菊家兵部末偶本書写畢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　稲懸大平（花押）
第一群の諸本の共通異文
　第一群の諸本は，次のよ,うな共通異文を有する．（図版参照）
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次に示すものも，第一群諸本共通異文とみなしてよかろう，
　一本を除いて，他はすべて共有する共通異文　，
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ここは拙著が，第一群諸本共通異文を採用した所である
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ものの便りにもせむーもののたよりにも契ん（群馬本一底本二同ジ）
いひたるを一書たるを（狩野文庫本一底本二同ジ）
二本を除いて，他はすべて共有する共通異文
（1）　74―4　何事一同事（狩野文庫本・群馬木一底本≒司ジ･）
　（附記）　本稿を草するに当り，東京大学附属図書館・国立国会図書館支部静嘉堂文庫・東北大
学附属図書館・無窮会図書館・宮内庁書陵部・国立国,会図書館支部上野図書館・河島又生氏・松岡
茂春氏・国立東京博物館・東京大学文学部国文学研究室・犬東亀記念文庫・国立国会図書館支部内
閣文庫・京都大学附属図書館・吉川尚氏・高木常子氏・神宮文庫から，閲覧或いばーイクロフイノレ
ム撮影について多大の便宜を与えられた．あつく謝意を表する次第である．
　なお，図版の第一群第一類第二類諸本共通異文日の大野広城本の欄，異文２が杢白になっている
が，これは筆者所持の写真が欠けているためで，原本は上欄の諸本と同文である．
(昭和32年９月16日受理)
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